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第4号様式(第3条関係) 

 聴覚・平衡・音声・言語又はそしゃくの機能障害の状況及び所見 

 1 聴覚障害の状況及び所見 

  (1) 聴力(会話音域の平均聴力レ

ベル) 

 (4) 聴力検査の結果(ア又はイのいずれか

を記入する｡) 

 

  

 ア 純音による検査 

 

 

      500   1000  2000   Hz 

  

右        dB 

  

左        dB 

  (2) 障害の種類 
 

        

  

  

伝 音 難 聴 

 

        
0
        

10

感 音 難 聴 
        

20
        

30

混 合 難 聴 
        

40
        

50
  (3) 鼓膜の状況 

(右)     (左)  

    
  (5)  身体障害者手帳（聴覚障害）の

     所持状況    

有  ・  無  

 

(注) ２級と診断する場合、記載すること。

        
60

        
70

        
80

        
90

        
100

        
110

  dB 

 

  イ 語音による検査（語音明瞭度） 

 

    右     ％ （   ｄＢ）

    左     ％ （   ｄＢ）

 2 平衡機能障害の状況及び所見 

  (1) 平衡失調の状況 

 

   ア 末梢性 

   イ 中枢性 

   ウ その他(         ) 

 

 

  (2) 所見 

 

   ア 閉眼起立   (可・不可) 

   イ 開眼直線歩行10m(可・不可) 

   ウ 閉眼直線歩行10m(可・不可) 
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事事例例  ７７（（音音声声）） 

（（適適切切なな事事例例・・音音声声機機能能喪喪失失）） 

 
・音声機能喪失の具体例は、無喉頭、喉頭部外傷による喪失、発声筋麻痺によ

る音声機能の喪失などが示されている。 

・音声機能喪失の具体的な原因、現症を記入すること。 

〔解説〕 

 参考となる経過・現症の「喉頭気管分離術を施行した」により音声機能の器質 

的障害が判断できるため、音声機能喪失（３級）が妥当である。 

〔都の基準〕 

「音声機能又は言語機能の喪失」（３級）とは、音声を全く発することができない 

か、発声しても言語機能を喪失したものをいう。 

 なお、この「喪失」には、先天性のものも含まれる。 

 具体的な例は次のとおりである。 

  ア 音声機能喪失－無喉頭、喉頭部外傷による喪失、発声筋麻痺による音声

機能の喪失 

  イ 言語機能喪失－乳幼児期に発生した高度難聴にともない言語機能を獲

得できなかったもの、失語症 
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第4号様式（第3条関係） 

 3 音声・言語機能障害の状況及び所見 

  (1) 発声の状況 

        喉喉頭頭気気管管分分離離術術にによよりり、、喉喉頭頭のの発発声声器器官官ととししててのの機機能能はは喪喪失失ししてていいるる。。  

 

 

  (2) 意思そ通の程度 

 

   ア 発声はあるが、ほとんど肉親との会話の用をなさない。 

   イ 肉親との会話は可能であるが、他人には通じない(診断の際応答が不能であ

る。)。 

   ウ 日常の会話が可能であるが、不明瞭で不便がある。 

     発発声声はは、、不不可可能能ででああるる。。  

 

 4 そしゃく機能障害の状況及び障害の程度 

 

  (1) 障害の状況 

    ア 重症筋無力症等の神経・筋疾患によるそしゃく機能障害 

 

    イ 延髄機能障害（仮性球麻痺、血管障害を含む）及び末梢神経障害によるもの 

 

    ウ 外傷、腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口腔（舌、口唇、口蓋、頬、そ

しゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

       エ 口唇・口蓋裂等の先天異常の後遺症による咬合異常によるもの 

    

    オ その他 

 

 

 

 

 

 

 

   (2) 障害の程度 

    ア そしゃく・嚥下機能の障害の程度 

（ア） 経口摂取ができないため、経管栄養を用いている（そしゃく機能の喪 

失３級）。 

（イ） 経口摂取のみでは十分に栄養摂取できないため、経管栄養を併用して 

いる（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

（ウ） 開口できないため又は誤嚥の危険が大きいため摂取できる食物の内容 

又は摂取方法に著しい制限がある（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

    （エ） その他 
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事事例例  ８８（（言言語語）） 

（（不不適適切切なな事事例例・・知知的的障障害害のの影影響響）） 
  音声・言語機能障害は意志疎通の程度が認定のポイントになるが、知的障害

などの要因を除いても、なおかつ音声・言語機能に関する器質的障害があるた

めに意志疎通に障害が生じているということについて、詳細にその内容を記載す 

ること。 

〔〔解解説説〕〕 

 参考となる経過・現症及び総合所見から、知的障害が原因と思われるため、言 

語機能障害非該当が妥当である。 

〔〔都都のの基基準準」」 

１ 「音声機能又は言語機能の著しい障害」（４級）について 

音声又は言語機能の障害のため、音声、言語のみを用いて意思を疎通する 

ことが困難なものをいう。具体的な例は次のとおりである。 

  ア 喉頭の障害又は形態異常によるもの 

  イ 構音器官の障害又は形態異常によるもの（唇顎口蓋裂の後遺症によるも

のを含む。） 

  ウ 中枢性疾患によるもの 

２ 意思疎通困難の程度について                                         

   音声又は言語の障害の基準は、意思を疎通することが困難な度合によるが、

具体的には以下の程度をもって判断することとする。   

  ア 「喪失」とは、発声はあるが、ほとんど肉親との会話の用をなさない場合、

又は「手話」、「筆談」等でしか意思の疎通が図れない場合を言う。⇒３級 

   イ 「著しい障害」とは、肉親との会話は可能であるが、他人には通じない場

合を言う。⇒４級  

   ウ 日常の会話が可能であれば、不明瞭で不便がある場合でも、障害とは

認められない。⇒非該当 
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事事例例  ８８（（言言語語）） 

（（不不適適切切なな事事例例・・知知的的障障害害のの影影響響）） 
  音声・言語機能障害は意志疎通の程度が認定のポイントになるが、知的障害

などの要因を除いても、なおかつ音声・言語機能に関する器質的障害があるた

めに意志疎通に障害が生じているということについて、詳細にその内容を記載す 

ること。 

〔〔解解説説〕〕 

 参考となる経過・現症及び総合所見から、知的障害が原因と思われるため、言 

語機能障害非該当が妥当である。 

〔〔都都のの基基準準」」 

１ 「音声機能又は言語機能の著しい障害」（４級）について 

音声又は言語機能の障害のため、音声、言語のみを用いて意思を疎通する 

ことが困難なものをいう。具体的な例は次のとおりである。 

  ア 喉頭の障害又は形態異常によるもの 

  イ 構音器官の障害又は形態異常によるもの（唇顎口蓋裂の後遺症によるも

のを含む。） 

  ウ 中枢性疾患によるもの 

２ 意思疎通困難の程度について                                         

   音声又は言語の障害の基準は、意思を疎通することが困難な度合によるが、

具体的には以下の程度をもって判断することとする。   

  ア 「喪失」とは、発声はあるが、ほとんど肉親との会話の用をなさない場合、

又は「手話」、「筆談」等でしか意思の疎通が図れない場合を言う。⇒３級 

   イ 「著しい障害」とは、肉親との会話は可能であるが、他人には通じない場

合を言う。⇒４級  

   ウ 日常の会話が可能であれば、不明瞭で不便がある場合でも、障害とは

認められない。⇒非該当 

外傷・自然災害・疾病 
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第4号様式（第3条関係） 

 3 音声・言語機能障害の状況及び所見 

  (1) 発声の状況 

        簡簡単単なな単単語語のの発発声声、、理理解解はは可可能能。。  

 

 

  (2) 意思そ通の程度 

 

   ア 発声はあるが、ほとんど肉親との会話の用をなさない。 

   イ 肉親との会話は可能であるが、他人には通じない(診断の際応答が不能であ

る。)。 

   ウ 日常の会話が可能であるが、不明瞭で不便がある。 

 

 

 4 そしゃく機能障害の状況及び障害の程度 

 

  (1) 障害の状況 

    ア 重症筋無力症等の神経・筋疾患によるそしゃく機能障害 

 

    イ 延髄機能障害（仮性球麻痺、血管障害を含む）及び末梢神経障害によるもの 

 

    ウ 外傷、腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口腔（舌、口唇、口蓋、頬、そ

しゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

       エ 口唇・口蓋裂等の先天異常の後遺症による咬合異常によるもの 

    

    オ その他 

 

 

 

 

 

 

 

   (2) 障害の程度 

    ア そしゃく・嚥下機能の障害の程度 

（ア） 経口摂取ができないため、経管栄養を用いている（そしゃく機能の喪 

失３級）。 

（イ） 経口摂取のみでは十分に栄養摂取できないため、経管栄養を併用して 

いる（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

（ウ） 開口できないため又は誤嚥の危険が大きいため摂取できる食物の内容 

又は摂取方法に著しい制限がある（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

    （エ） その他 
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